
 
 

 

 

第９回初台プロジェクト会議  

～地域企業の社会貢献と地域貢献活動～ 

開催報告 

【開催概要】 

日時：平成２３年１２月 2 日（金）１９：00～ 

場所：住友不動産西新宿ビル 6 号館 ２Ｆ－1 会議室 

出席者： ４２名 

 

 

１．伊藤園のＣＳＲ活動～地域活性化への取り組み～ 

株式会社伊藤園 笹谷取締役

 

 株式会社伊藤園の笹谷さんから、伊藤園の社会貢献活動に

ついてお話いただきました。 

伊藤園は、ISO26000 の国際標準に沿って CSR 活動を進

めています。主力商品の「お～いお茶」に関連して、耕作放

棄地の活用につながる茶産地育成事業や、茶殻リサイクルシ

ステムを展開しています。また、地元でのアダプトプログラ

ムを始め、食の安全、環境保全、地域に密着した積極的な活

動や災害協定自販機の設置など、幅広く活動を行っているそ

うです。 

 

■主な質疑内容 

Q1.伊藤園の CSR 活動には、経営者の思いが関係しているの

でしょうか？（酒向先生） 

A1.その通りです。経営理念や社是にも「お客様第一主義」「社

会からの信頼重視」という思いが表れており、社員が社会

からの信頼を重視した活動を行っています。（笹谷さん) 

意見.商品に関して、生産からリサイクルまでの一連の流れで

取組んでいる点が素晴らしいと思います。お茶殻入りベ

ンチなど今後活躍していくフィールドがあると思うの

で、連携して展開していきましょう。（東京都） 

A2.引き続き、行政の方々とも連携して展開していきたいと考

えていますので、よろしくお願いします。（笹谷さん） 

 

 

 

 

【お茶殻のリサイクル商品】 

 
お茶殻入りベンチ 

 

 
お茶殻入り封筒 

 

 
お茶殻入り折紙・千代紙 

 

 



 
 

 

2．地域貢献と社会貢献活動について 

ロッテ株式会社 辻広報・宣伝部長

 

ロッテの辻さんから、ロッテの社会貢献活動についてお話

いただきました。 

ロッテでは、お菓子には不思議な力があり、自然と笑顔が

集まると考え、イベントの開催や義捐金などの支援活動に取

組んでいるそうです。（キモチつながるプロジェクト） 

また、チューインガムを通して、『咀嚼と健康』に関するテ

ーマでイベントなどを展開しているそうです。例えば、咀嚼

の効果を分かりやすく説明し、高齢者の方が認知症になりに

くい生活づくりの提案などを始め、８０歳になっても自分の

歯を２０本以上保つための８０２０運動などを展開している

そうです。 

 

■主な質疑内容 

意見.これまでは患者さんの体調やメタボに配慮して、お菓子

の量をセーブしていました。今後はお菓子と笑顔の結び

つきを考えてメタボにならない程度に食して頂こうと思

います。（酒向先生） 

Q1.お菓子メーカーの増加や、健康志向の高まり、さらに少子

高齢社会の進展などの社会的変化による影響はあります

か？また、その中で、商品開発のコンセプトに変化はあ

るのですか？（山下さん） 

A1.ガムやチョコレートなどお菓子全般で売り上げが停滞し

ていますが、その中でキシリトールガムは歯の再石灰化

を促す食品として売り上げを維持しています。そこで、

虫歯予防などお菓子を食べて健康につながるような商品

開発や展開を図っていきたいと考えています。（辻さん）

意見.健康と笑顔というキーワードのもと、ヘルシーウォーク

等のイベントにご協力頂ければと思います。（酒向先生）

 

 

3．ＮＴＴ東日本における社会貢献活動について 

ＮＴＴ東日本 工藤 CSR 担当課長

 

NTT 東日本の工藤さんから、NTT 東日本の社会貢献活動に

ついてお話いただきました。 

災害時など耳の不自由な方が、電話連絡等を行う必要が生

じた際に、用件や連絡先等を書いて近くの方に協力をお願い

 

 

 
 

 

 

 

【咀嚼と健康に関する取組み】 

 

ベストスマイル・オブ・ザ・イヤー 

 

 
健康ガムカムダンベル体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

するためのコミュニケーションツール（電話お願い手帳）の

提供や耳の不自由な方でも音楽を楽しめるよう骨伝導式ステ

レオヘッドホン（ライブホン「ときめき」）を活用したコンサ

ートの開催などを行っているそうです。 

 

■主な質疑内容 

Q1.まちやコミュニティの再生にはコミュニケーションが重

要ですが、そのようなコミュニティ再生プロジェクトに

参加した経験はありますか？（酒向先生） 

A1.自治体と連携したネットワーク回線の整備や乗合タクシ

ーサービス、子供への情報通信の事業展開、高齢者への

健康相談など地域に密接した活動に取組んでいます。（工

藤さん） 

Q2.たくさんの社会貢献に取組んでいますが、「電話お願い手

帳」の機能を携帯電話に追加してはどうでしょうか？す

でにそのような機能はあるのですか？（秋山先生） 

A2.全国の福祉団体等へアンケートを実施したところ、「手帳」

での利用希望を多く頂き、電話お願い手帳に対するニー

ズが少なくないことを確認できました。 

携帯電話に関するご意見については、今後の参考とさせ

ていただきます。（工藤さん） 

意見.骨伝導の技術もさらに展開していける可能性を秘めてい

ると思います。バリアフリー対策が徐々に聴覚当事者へ

の対策などのソフト面にシフトしてきているので、そう

いうところでも是非社会に貢献してほしいと思います。

（秋山先生） 

Q3.東日本大震災では電話が繋がらず、携帯のメールが時々繋

がるような状態でした。震災以降、災害時の通信技術に

前進はありますか？（渡部さん） 

Ａ3.東日本大震災では、通信設備にもダメージがありました

が、特に長時間にわたる停電が通信状況に大きく影響し

ました。災害に強いネットワーク設備はもちろんですが、

災害時の通信手段の確保については、コンビニや全国に

拠点を構える企業などと連携し、災害拠点の構築を検討

しています。また、自治体との連携しながら復興まちづ

くりに対する貢献も果たしていきたいと考えています。

（工藤さん） 

 

【ＮＴＴ社会貢献活動の取り組み事例】

 

 
電話お願い手帳 

 

 

 

電話お願いカード 

 

 

ライブホン「ときめき」 

（ライブホンコンサート） 

 

 

 

 

以上 

 
初台会議について少しでも興味をもたれた方は是日参加を！特に条件等はございませんので参加希望

の方は事務局に連絡ください。情報はホームページ(http://www.suko-machi.net/index.html)に掲載
していますので興味をもたれたかたはアクセスください。 


